
3 0 年ぶりに訪れたワシントン州のレニアスクール

要

、

別
世
紀
は
福
祉
文
化
の
時
代

細
台
人
を
潟
時
社
の
街
匡
に

- 艶蕊琴潔鐸輔鋒舞認

テ
ー
ジ
風
の
建
物
が
い
く
つ
も
点
在
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
小
さ
な
ホ
ー
ム
に
は
重
い

障
害
を
持
っ
た
人
た
ち
が
十
数
人
ず
つ

暮
ら
し
て
い
た
。

部
屋
に
は
い
る
と
一
人
一
人
の
ベ
ッ

ト
カ
バ
ー
に
き
れ
い
な
手
の
こ
ん
だ
刺

し
ゅ
う
が
縫
い
込
め
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
色
と
デ
ザ
イ
ン
の
素
晴
ら
し
さ
に
目

を
う
ば
わ
れ
た
。
カ
ー
テ
ン
や
ジ
ュ
ー

タ
ン
、
家
具
、
壁
、
照
明
な
ど
部
屋
の

イ
ン
テ
リ
ア
も
カ
ラ
フ
ル
で
明
る
く
、

廊
下
や
ロ
ビ
ー
に
は
絵
画
が
掲
げ
ら
れ
、

美
し
い
花
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
生
け
ら

れ
て
お
り
、
気
の
利
い
た
ホ
テ
ル
か
別

荘
の
よ
う
な
雰
囲
気
が
あ
っ
た
。
以
前

の
、
殺
風
景
で
寒
々
と
し
た
収
容
所
の

よ
う
な
大
部
屋
と
は
大
変
な
様
変
わ
り

だ
っ
た
。
「
知
能
に
重
い
障
害
を
も
つ
人

た
ち
の
住
居
に
な
ぜ
こ
ん
な
に
費
用
や

手
間
を
か
け
、
こ
れ
程
ま
で
に
心
配
り

す
る
必
要
が
あ
る
の
か
」
と
考
え
る
人

も
い
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
は
「
行
動
が
制
約
さ
れ
、
重
い

障
害
を
も
つ
人
た
ち
に
と
っ
て
は
毎
日

<260〉

も
う
三
○
年
近
く
も
前
に
な
る
が
、

私
は
ア
メ
リ
カ
の
ワ
シ
ン
ト
ン
州
に
あ

る
「
レ
ニ
ア
ス
ク
ー
ル
」
と
い
う
、
知

力
に
ハ
ン
デ
ィ
を
持
つ
人
た
ち
約
三
千

人
が
生
活
を
す
る
州
立
の
巨
大
な
施
設

で
二
カ
月
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
働

い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
こ
は
小
さ
な

町
の
は
ず
れ
に
あ
り
、
塀
で
囲
ま
れ
、

一
つ
の
隔
離
さ
れ
た
閉
鎖
的
な
集
団
で

あ
っ
た
。
入
所
者
の
多
く
は
鉄
の
格
子

の
窓
が
つ
い
た
大
部
屋
に
収
容
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
巨
大
な
敷
地
の
中
で
生
涯

の
大
半
を
過
ご
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。

一
昨
年
の
夏
、
ほ
ぼ
四
半
世
紀
ぶ
り

に
私
は
再
び
こ
の
施
設
を
訪
ね
て
み
た
。

当
時
三
千
人
も
い
た
入
所
者
た
ち
は

四
百
人
に
減
り
、
大
半
の
人
た
ち
は
こ

こ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
へ
と
帰
っ
て

い
た
。
こ
こ
に
残
っ
て
い
る
人
た
ち
は

か
な
り
障
害
が
重
く
、
地
域
で
は
な
か

な
か
生
活
が
で
き
な
い
人
た
ち
ば
か
り

だ
っ
た
。
鉄
の
格
子
の
あ
る
大
部
屋
は

閉
鎖
さ
れ
、
広
大
な
敷
地
の
中
は
こ
じ

ん
ま
り
と
し
た
赤
い
屋
根
の
美
し
い
．

橋
本
明

侭
認
識
窯
》
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暮
ら
す
住
居
が
生
活
の
す
べ
て
だ
か
ら

こ
そ
、
そ
の
空
間
を
質
の
高
い
快
適
な

も
の
に
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
だ
」
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。

む
し
ろ
「
障
害
を
も
ち
、
不
利
な
条

件
で
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

か
ら
こ
そ
」
生
活
の
質
の
高
い
環
境
が

用
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ

る
。
生
活
の
質
の
高
い
環
境
、
と
い
う

の
は
文
化
の
香
り
の
豊
か
な
環
境
と
い

っ
て
も
い
い
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
子
ど
も
の
施

設
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
施
設

は
他
の
人
々
の
住
宅
よ
り
も
、
よ
り
素

晴
し
い
家
具
や
デ
ザ
イ
ン
で
満
た
さ
れ

て
い
る
と
い
う
。
そ
れ
は
、
わ
が
家
に

い
る
子
ど
も
以
上
に
傷
つ
い
た
子
ど
も

；

１
７５

１

た
ち
の
住
ん
で
い
る
場
所
は
、
文
化
の

香
り
豊
か
な
環
境
づ
く
り
を
し
て
、
そ

の
子
ど
も
の
心
を
満
た
し
て
い
か
な
け

れ
ば
不
公
平
で
あ
る
、
と
い
う
考
え
方

に
基
づ
い
て
い
る
。
私
が
訪
れ
た
、
知

力
に
重
い
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
持
っ

た
人
々
の
居
住
空
間
が
素
晴
ら
し
い
も

の
に
な
っ
た
の
も
同
じ
考
え
方
に
基
づ

く
も
の
な
の
だ
ろ
う
。
福
祉
に
こ
そ
よ

り
豊
か
な
文
化
の
香
り
が
必
要
な
の
で

あ
る
。わ

が
国
も
最
近
は
福
祉
施
設
が
整
備

さ
れ
、
イ
ン
テ
リ
ア
や
備
品
も
ひ
と
昔

前
に
比
べ
れ
ば
居
住
空
間
は
か
な
り
よ

く
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
世
間
の
人

た
ち
が
福
祉
施
設
に
い
だ
く
イ
メ
ー
ジ

と
い
う
の
は
お
よ
そ
文
化
と
は
か
け
離

れ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
実
際
に
そ
ん

な
イ
メ
ー
ジ
を
温
存
し
て
い
る
施
設
も

少
な
く
は
な
い
。
福
祉
施
設
だ
か
ら
そ

れ
で
い
い
、
と
考
え
る
人
も
い
る
だ
ろ

う
が
、
福
祉
施
設
だ
か
ら
こ
そ
一
般
の

家
庭
よ
り
も
文
化
の
高
い
、
い
い
環
境

を
、
と
考
え
る
の
が
こ
れ
か
ら
の
福
祉

文
化
を
創
造
す
る
た
め
の
大
事
な
視
点

の
一
つ
で
も
あ
る
。
福
祉
も
文
化
も
一

人
一
人
の
人
間
が
幸
せ
で
心
豊
か
な
自

己
実
現
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
る
と
す
る

な
ら
ば
、
福
祉
も
文
化
も
決
し
て
別
に

切
り
離
し
て
考
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な

い
。静

岡
県
で
「
ね
む
の
木
学
園
」
と
い

う
身
体
の
不
自
由
な
子
ど
も
た
ち
の
施

設
を
運
営
し
、
子
ど
も
た
ち
の
音
楽
や

絵
画
な
ど
の
創
造
的
な
活
動
を
続
け
て

い
る
元
女
優
の
宮
城
ま
り
子
さ
ん
は
「
福

祉
っ
て
言
う
と
社
会
事
業
と
か
慈
善
事
業

と
か
書
か
れ
る
と
も
う
い
や
で
す
ね
。

文
化
の
進
ん
だ
国
程
福
祉
の
レ
ベ
ル
が

高
い
よ
う
な
気
が
す
る
。
福
祉
は
文
化

で
あ
り
、
私
は
文
化
活
動
を
し
て
い
る
。

そ
う
思
っ
て
い
ま
す
』
と
の
べ
て
い
る
。

（
「
福
祉
を
拓
き
、
文
化
を
つ
く
る
」
中

央
法
規
出
版
（
株
）
刊
）

こ
れ
か
ら
の
社
会
が
個
人
個
人
の
ク

オ
リ
テ
ィ
ー
・
オ
ブ
ラ
イ
フ
（
生
命
・

生
活
の
質
）
を
も
っ
と
重
視
す
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
ま
さ
に
こ
の
福
祉
文
化
の

在
り
方
が
一
層
検
討
さ
れ
、
追
求
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

身体の不自由な人のためのファッションショー
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今
回
は
、
非
常
に
特
徴
あ
る
建
物
が
で
き
た

と
評
判
の
有
馬
温
泉
月
光
園
の
新
館
「
鴻
雌
館
』

（
十
一
月
一
日
オ
ー
プ
ン
）
を
取
材
。
代
表
取
締

役
社
長
の
奥
田
境
さ
ん
と
、
建
築
家
の
瀬
戸
本

淳
さ
ん
に
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
た
。

「
平
面
形
は
鴻
（
お
お
と
り
）
〔
朱
雀
〕
が
は
ば

た
く
さ
ま
、
屋
根
は
青
龍
が
川
を
登
っ
て
ゆ
く

よ
う
に
、
入
口
ま
わ
り
は
白
虎
の
姿
、
中
央
部

の
シ
ン
ボ
ル
は
玄
武
と
い
う
よ
う
に
、
有
馬
の

四
神
（
風
水
）
を
組
み
込
ん
で
デ
ザ
イ
ン
し
た

ん
で
す
」

有
馬
六
景
・
七
景
の
中
に
は
江
戸
時
代
か
ら

有
馬
温
泉
月
光
園
新
館

こ
う
ろ
う
か
ん

「
鴻
騰
館
」

天
上
高
く
鴻
が
は
ば
た
く

１
７６

１TE L（0 7 8）９０４－０７３１

●

TEL（078）904-3656(代）

陵楓閏
政府登録国際観光旅館

「
夕
照
の
落
葉
山
」
の
名
が
挙
が
る
。
ス
ク
リ
ー

ン
の
よ
う
に
大
き
な
吹
抜
の
窓
が
、
広
大
な
落

葉
山
の
渓
谷
が
春
夏
秋
冬
に
移
り
変
わ
る
様
を

ま
る
で
障
壁
画
の
よ
う
に
目
前
に
映
し
だ
す
静

か
な
洋
風
ロ
ビ
ー
で
瀬
戸
本
さ
ん
は
語
る
。

「
建
物
自
体
に
入
っ
て
み
た
い
と
感
じ
さ
せ

る
よ
う
な
魅
力
を
持
た
せ
た
旅
館
を
つ
く
っ
て

み
た
い
と
い
う
の
が
夢
だ
っ
た
ん
で
す
」

そ
う
語
る
奥
田
さ
ん
が
、
神
戸
か
ら
世
界
に

は
ば
た
く
こ
れ
か
ら
の
建
築
家
だ
と
推
し
た
建

築
家
が
瀬
戸
本
さ
ん
だ
っ
た
。
今
か
ら
約
五
年

程
前
の
こ
と
で
あ
る
。

「
東
西
の
山
に
は
さ
ま
れ
て
北
流
す
る
滝
川

沿
い
に
位
置
し
、
渓
谷
美
が
臨
め
る
。
し
か
も

川
の
対
岸
に
は
古
く
か
ら
の
月
光
園
・
遊
月
山

荘
が
向
か
い
合
っ
て
い
る
。
こ
ん
な
ロ
ケ
ー
シ

ョ
ン
は
ち
ょ
っ
と
な
い
で
す
ね
。
ま
さ
に
プ
ラ

ン
を
作
る
段
階
か
ら
鴻
が
湖
ぱ
た
い
て
い
る
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
自
然
に
出
て
き
ま
し
た
」

奥田員社長( 左）と瀬戸本淳さん。バロック的なうねる空間がやさしいロビーで

T E L（0 7 8）９０４－O 6 7 5
T E L E X ５６２７－１１５

ＴＥＬ（0 7 8）9 0 4 - 0 7 0 1
チェックイン１３：００、アウト１２：００
ゆっくりとお過ごしいただけます。

古家劇

Ｈ本の伝統
数寄屋造りの館

静寂さにつつまれた
くつろぎの宿

国際観光旅館

施蝶
自然の恵みを
湯けむりに伝える

鱗敏山
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露天風呂とご昼食 テニスでいい汗
いい湯にとっぷり味に集う

ＳＵＮＮＹＳＩＤＥＵＰ

ＴＥＬ（078）９０３－１０２４

鑑繍量層ｉ

鶏鍵農鍵I鐘削

茨

鴻
雌
館
に
は
合
計
九
個
の
風
呂
が
あ
る
。
有

馬
温
泉
初
の
露
天
風
呂
。
ま
た
、
テ
ー
マ
風
呂

の
ひ
と
つ
「
櫓
の
湯
」
は
、
段
差
を
な
く
し
て

手
す
り
を
設
け
、
車
椅
子
の
ま
ま
利
用
で
き
る

な
ど
、
福
祉
面
で
の
配
慮
も
充
実
。
ま
た
、
畳

で
は
く
つ
ろ
げ
な
い
と
い
っ
た
方
の
た
め
に
温

泉
地
と
し
て
は
珍
し
い
洋
室
も
完
備
。

「
温
泉
を
利
用
し
て
心
身
を
休
め
る
と
い
う

本
来
の
『
湯
治
』
の
機
能
を
再
度
復
活
さ
せ
た

い
と
常
々
考
え
て
い
た
ん
で
す
」

奥
田
さ
ん
の
お
知
り
合
い
の
方
は
、
約
一
週

間
の
滞
在
で
膝
の
痛
み
を
湯
治
さ
れ
、
以
後
は

季
節
毎
に
遊
び
に
来
ら
れ
る
そ
う
で
あ
る
。

「
設
計
コ
ン
セ
プ
ト
の
ひ
と
つ
は
モ
ノ
と
心

の
対
話
」
と
語
る
瀬
戸
本
さ
ん
が
選
ん
だ
鴻
職
館

ひさご弁当

四季折々の景色が楽しめる露天風呂。様々なテーマのお風呂を巡るのも楽しい

二乞多ラブ三三守宮プー
雅ただようくつろぎの鮪

Ｊ
ｉ

の
調
度
鮎
。
あ
く
ま
で
も
有
馬
温
泉
の
こ
だ
わ

り
を
大
切
に
し
な
が
ら
斬
新
な
切
り
口
で
挑
ん

だ
作
品
。
五
感
で
楽
し
む
賛
沢
な
リ
ゾ
ー
ト
気

分
が
存
分
に
味
わ
え
る
だ
ろ
う
。

宿
泊
で
な
く
て
も
、
気
軽
に
テ
ィ
ー
ル
ー
ム

や
割
烹
料
亭
や
麺
処
を
利
用
で
き
る
の
が
う
れ

し
い
。
入
浴
と
お
料
理
が
セ
ッ
ト
さ
れ
た
昼
の

コ
ー
ス
も
大
好
評
だ
そ
う
だ
。

「
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、
ど
な
た

様
に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
オ
ー
プ
ン
な
日

本
旅
館
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

奥
田
さ
ん
と
瀬
戸
本
さ
ん
が
顔
を
見
合
わ
せ

る
。
二
人
の
眼
に
い
た
ず
ら
っ
こ
の
よ
う
な
輝

き
が
走
る
。
ま
さ
に
プ
ロ
の
も
て
な
し
の
心
と

遊
び
心
の
融
合
が
創
り
だ
し
た
作
品
で
あ
る
。

⑲
有
馬
温
泉
月
光
園
・
鴻
騰
館

神
戸
市
北
区
有
馬
町
那

電
話
０
７
８
．
９
０
３
．
２
２
５
５

鴻職閲玄関ロ｡ 建物にひかれて入ってこられる外国の方も増えてきているそうだ

7 ７
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中の銭雪織

TEL（0 7 8）９０４－０１８１

霧弁埼
有島グラg / F ホテル

両剛韮調罰弘一
会懇セミナーからご家族づれまで 向陽闇
TEL（0 7 8）９０４－０７８１

日本最長、延々
５キロの空中旅情。

TEL（078）８９１－００３１
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鐸 ; …霊鑑蕊聯露６

鑑鍵鍵鍵鍵:
鴬謹縛癖瀞 き

ら
め
く
陽
光
の
中
、

新
し
い
都
市
像
が
姿
を
み
せ
る
街
・
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
ｌ
。

謹
賀
新
年

織識繊鍵識鱗識鍵識織灘議鍵鍵霞蕊蕊 鶴

皿

7８
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‘鍵・訟鴬.津&‘､塔園淫§
“…鞭．１月

＊;諺ＩＪ1 口識嬢灘
P H O T O ／米田定蔵

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
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7９

(順不同）

新
神
戸
土
地
株
式
会
社

代
粥
締
役
隆
千
原
政
雄

取
姉
役
総
務
畷
千
原
朋
広

神
戸
市
中
央
区
小
山
乎
迦
五
１
．
’
一
・
一

晒
掘
（
○
七
八
）
二
七
・
，
‐
﹈
五
六
』
ハ

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〈
〕
七
八
）
﹇
・
一
じ
．
，
’
六
・
○
○

モ
ザ
イ
ク
商
店
会

会
腿
束
巾
弘
吉

神
戸
市
，
叩
央
区
東
川
崎
町
・
Ｉ
六
Ｉ

通
話
（
○
七
八
）
一
・
・
』
ハ
○
１
三
一
一
一
胃
・
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
（
工
ｕ
八
）
一
一
六
○
１
】
・
一
・
一
一
・
一
○

ナ
ニ
ワ
印
刷
株
式
会
社

取
締
役
祉
憂
西
井
幾
雄

大
阪
市
北
区
天
漁
一
’
九
１
一
九

電
話
（
○
六
）
二
五
・
‐
，
七
・
七
一
（
代
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
○
六
）
一
・
・
五
二
’
七
四
七
九

株
式
会
社
共
進
牧
場

取
締
役
会
長
中
尾
作
蔵

取
締
僅
農
大
野
保
男

神
戸
市
中
央
区
橘
通
一
；
、
一
・
’
一
・

電
話
（
○
七
八
）
皇
七
・
１
．
七
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
《
〕
七
八
）
・
・
望
七
・
‐
・
雫
・
一
墓
六
九

デ
ィ
テ
ィ
エ
ス
エ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役
大
ド
幸
夫

神
戸
市
中
央
区
栄
町
逆
四
１
．
Ｔ
一

蹴
話
《
Ｕ
七
八
）
言
一
七
・
１
五
九
○
○

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
○
七
八
）
皿
上
七
’
一
・
・
七
・
六

バ
ー
グ
リ
ー
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ヲ
ナ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

田
‐
陽
音
楽
学
院

字
霞
菅
内
孝
憲

神
戸
市
測
区
篠
原
南
町
五
１
四
Ｉ
・

電
話
（
○
七
八
）
八
八
一
》
・
‘
ｆ
四
六
○

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
○
上
八
）
八
○
一
・
１
．
六
曇
含
一
六

石
光
商
事
株
式
会
社

取
雛
粧
蜂
石
光
輝
男

神
戸
市
糠
区
岩
屋
南
町
四
蚕
一
一
四
号

鉦
謡
（
○
七
八
）
八
六
一
’
七
七
九
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
○
七
八
）
八
八
・
一
－
一
Ｃ
○
七

有
古
特
許
事
務
所

（
旧
角
田
内
外
国
特
許
事
務
所
）

鷺
角
田
嘉
宏

神
戸
市
皿
央
区
東
町
・
二
．
品
１
．
御
置
謬
一
ル
・
】
癖

晒
話
《
〕
七
八
）
．
一
・
・
一
’
八
八
二
二

Ｆ
Ａ
Ｘ
【
）
七
八
）
三
九
一
ｉ
’
五
七
九
一

中
日
輸
船
商
事
株
式
会
社

フ
ァ
ン
タ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
株
式
会
社

盤
駕
隆
長
佐
井
裕
正

神
戸
巾
中
央
区
下
山
乎
通
四
１
一
二
－
三

晒
話
（
○
七
八
）
・
・
一
九
一
－
四
一
四
一
九
一
一
．

Ｆ
Ａ
Ｘ
穴
）
七
八
）
一
一
一
九
一
‐
，
五
九
二
六

横
山
倉
庫
株
式
会
社

磯
上
モ
ー
タ
ー
プ
ー
ル

襲
取
綴
墜
横
山
吉
雄

神
戸
市
中
央
区
磯
ｋ
通
八
－
．
，
五

電
話
（
○
七
八
）
号
・
者
１
五
一
一
・
・
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
○
七
八
）
．
．
一
旦
Ｉ
○
四
九
○

東
亜
外
業
株
式
会
社

取
締
役
社
民
小
本
洋
一
郎

神
戸
巾
兵
即
区
西
出
町
．
・
’
四
１
言
・

電
話
《
）
七
八
）
六
八
・
Ｉ
一
》
・
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
《
〕
七
八
）
六
五
・
：
六
○
二
貢

今
津
建
設
株
式
会
社

驚
驚
蛙
今
津
成
生

神
戸
市
兵
庫
区
吉
田
町
．
。
’
皇
七
Ｉ
．
○

電
話
（
○
七
八
）
六
七
・
－
一
一
天
一
一
・
・
・
．

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
○
七
八
）
六
五
・
・
，
六
○
○
九

株
式
会
社
神
戸
新
聞
社

盤
驚
愁
驚
鋒
荒
川
克
郎

神
戸
市
西
区
室
谷
一
・
，
二
１
ｆ

適
話
（
○
七
八
）
九
九
一
二
‐
四
一
○
○

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
○
七
八
）
九
九
一
・
‐
九
五
九
四

新
星
和
不
動
産
株
式
会
社

砕
豊
取
締
役
会
艮
小
林
演
台

儲
収
輔
創
父
僅
浦
長
瀬
稔

神
戸
市
北
区
脳
子
二
１
．
七
ｉ
垣

晒
満
６
七
八
）
五
九
三
‐
・
六
六
三

Ｆ
Ａ
Ｘ
《
）
七
八
）
五
九
一
，
，
八
九
八
吐

株
式
会
社
バ
ン
ボ
ー
レ

取
締
役
社
長
山
中
健

神
戸
市
中
央
区
生
田
町
・
’
一
’
二
二

晒
話
（
○
七
八
）
’
一
二
・
一
－
一
・
・
一
・
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
○
七
八
）
雫
一
二
二
－
七
昭
一
七
・
・
一

兵
庫
信
用
金
庫

即
事
農
園
田
疋
和

姫
路
市
牛
共
朱
皿
二
‐
‐
Ｅ

敢
話
（
○
七
九
一
一
〉
八
・
・
ｉ
一
・
、
五
五

ｒ
Ａ
Ｘ
（
○
七
九
一
一
）
八
・
・
－
．
差
五
・

株
式
会
社
三
星
堂

収
獅
藩
狸
山
田
隆
史

神
戸
巾
中
央
砿
山
本
通
二
－
一
四
１
．

逝
活
（
○
七
八
）
署
一
壱
ｉ
四
一
・
一
四
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
６
七
八
）
・
一
望
・
一
・
’
○
一
・
一
五
九

一
・
一
輪
運
輸
正
業
株
式
会
社

淵
役
農
一
一
一
輪
吉
郎

神
戸
市
山
央
区
脇
浜
町
一
・
．
‐
｜
〒
‐
・

晒
話
（
○
七
八
）
二
五
・
’
五
（
〉
○
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
○
七
八
）
銘
五
・
・
，
四
五
・
一
五

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
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ob
e-k
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.co
m

神戸
っ子
アー
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ブ
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ブ
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4 , 烏墨

w瀞騨

海
を
わ
た
る
風
が
、

未
来
へ
の
鼓
動
を
伝
え
て
く
れ
る
街
・
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
ｌ
。

謹
賀
新
年

無瀧

、

P H O T O ／米田英男

鰯

Ｒ

EIU

鯉騨

神戸
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8１

(順不同）

兵
庫
新
装
サ
ッ
シ
株
式
会
社

代
表
取
締
役
小
林
善
孝

神
戸
市
中
央
区
御
辛
通
六
１
．
１
ｕ

電
話
（
○
七
八
章
・
正
一
１
八
七
○
○

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
○
七
八
）
》
一
五
〕
’
六
九
六
Ⅲ

安
井
勉
税
理
七
事
務
所

税
理
‐
咽
空
安
井
勉

乎
訪
所
酬
碕
附
刷
祁
芙
町
凹
狩
’
八
号

翫
話
（
Ｃ
七
八
）
九
・
四
九
・
九
・
八
八
八
．
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
《
Ｙ
〕
八
）
九
超
声
Ｉ
八
八
九
九

自
宅
神
●
呼
市
塞
水
区
欧
敬
山
．
．
】
‐
六
‐
，
一
六

蹴
芯
（
Ｏ
七
八
）
七
Ｏ
九
・
・
九
Ｏ
幽
囚

有
限
会
社
テ
ィ
エ
ス
プ
ラ
ン

本
社
薬
局
朝
霧
フ
ァ
ー
マ
シ
ー

代
表
取
締
役
霜
寄
敏
文

明
石
市
朝
霧
町
三
１
．
五
Ｉ
・
具

電
話
（
○
七
八
）
九
・
一
１
壱
五
七
○

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
○
七
八
〉
九
・
一
１
一
五
七
六

株
式
会
社
カ
ン
キ

襲
繭
蝿
排
蔓
桐
月
正
邦

神
戸
市
須
磨
区
外
浜
町
局
ｉ
九
－
一
九

砥
話
（
○
七
八
）
王
﹈
二
一
・
一
１
．
二
．
二

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
○
七
八
）
七
一
・
海
’
五
○
七
四

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
会
社

株
式
会
社
Ｋ
Ｂ
Ｓ
シ
ラ
カ
ワ

代
表
取
徽
唾
白
川
欽
一

神
戸
市
漣
区
深
Ⅲ
町
一
手
‐
・
】
’
１
雪

電
話
（
○
七
八
）
八
・
｜
・
－
四
阿
岡
四

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
○
七
八
）
八
Ⅶ
－
，
．
一
一
一
六

株
式
会
社
ア
イ
ド

〈
初
代
神
戸
マ
イ
ス
タ
、
，
〉

代
表
取
鏑
捜
井
Ｌ
Ｌ
誠

神
戸
蒜
嬰
鎌
泌
隠
苗
雄
蕊
噸
町
一
一
丁
》
七
’
一
一
》

芯
話
（
○
七
八
｝
四
五
三
：
三
三
遍
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
○
・
抵
八
）
四
五
一
二
－
三
発
六
○

株
式
会
社

神
戸
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
情
報
セ
ン
タ
ー

代
表
取
締
役
鼠
人
油
井
英
政

神
戸
市
中
央
区
東
川
崎
町
唖
・
’
一
｝
・
‐
Ｒ

電
話
（
○
七
八
）
一
歩
・
六
○
１
．
三
・
・
一
．
・
一
一
・
．

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
○
七
八
）
一
艦
ハ
○
．
，
一
四
一
勇
一
一
九

株
式
会
社
第
一
エ
芸

取
締
役
会
長
磯
山
朝
男

取
締
役
社
長
後
藤
孝
市

神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
八
１
．
・
’
二
七

電
話
（
○
七
八
）
一
一
幸
七
一
１
里
三
○
・

株
式
会
社
創
建
設
計
事
務
所

襲
取
締
役
佐
川
俊
吉

鴇
取
締
役
佐
川
幸

神
戸
巾
中
央
区
卜
山
幸
迦
鼠
．
八
・
・
一
エ
ソ
シ
エ
タ
ピ
ル
一
雨

電
話
（
○
七
八
・
三
・
四
・
’
○
四
九
四

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
○
七
八
）
一
一
一
町
》
１
，
．
一
・
強
ハ
・
・
．

株
式
会
社
ワ
ー
ル
ド

代
爵
嘘
驚
畑
崎
凌
敏

神
戸
巾
巾
央
区
港
烏
中
町
六
，
．
八
・
・
一

電
話
（
○
七
八
）
三
○
・
１
．
章
・
・
・
一

株
式
会
社
”
神
明

取
締
役
社
長
藤
尾
益
也

独
戸
市
、
小
心
購
堅
蝶
墾
ハ
ー
・

電
話
《
）
七
八
）
一
一
一
七
一
ｌ
宝

Ｆ
Ａ
Ｘ
Ｒ
）
七
八
）
頁
七
一
Ｉ
一
言

一
一
与
一
凸

・
更
八

コ
ー
ナ
ン
建
設
株
式
会
社

濯
取
徽
豚
墓
原
属
．

挫
脚
市
中
弊
Ⅸ
磯
上
通
六
１
．
’
九

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｋ
ビ
ル
四
階

言
晒
話
（
○
七
八
）
峯
一
呈
・
・
出
ハ
ー
誼
九
一
一
．

ｒ
Ａ
Ｘ
（
（
〉
七
八
）
・
一
五
一
一
，
，
『
・
二
五
○

関
西
西
宮
信
用
金
庫

理
事
長
高
山
彦
。

迩
停
市
叩
恐
喝
ｒ
山
手
通
一
、
‐
雫
・
一
Ｌ
｜
や

電
話
《
〕
七
八
）
一
房
・
三
畠
，
，
五
・
皿
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
【
）
七
八
）
互
勇
・
一
・
‐
九
八
七
四

カ
ワ
ノ
株
式
会
社

代
表
取
締
役
河
野
忠
博

神
戸
市
長
田
区
大
道
通
五
’
五

髄
話
（
○
七
八
）
六
・
二
・
．
・
一
・
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
○
七
八
）
六
塁
－
１
一
・
七
八

株
式
会
社
シ
ヤ
ル
レ

襲
駕
役
農
林
宏
子

神
戸
市
須
磨
区
弥
栄
台
一
・
一
・
‐
．
，
‐
呈

砿
話
（
○
七
八
｝
七
九
品
・
‐
七
○
○
○

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
○
七
八
）
七
九
五
－
．
一
五
・
蔦

財
団
法
人
井
植
記
念
会

理
郡
長
井
植
貞
雄

神
戸
市
潅
水
区
背
山
台
一
・
・
・
岳
・
‐
一

電
話
（
○
七
八
）
七
皿
－
，
．
五
二
・
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
【
）
上
八
）
七
五
二
・
・
七
六
九
六

バ
ン
ド
ー
化
学
株
式
会
社

函
繍
蝶
盤
雀
部
昌
吾

神
戸
市
中
央
区
磯
上
通
．
・
’
一
・
Ｉ
寛
・

地
茜
（
○
七
八
）
・
〔
三
品
・
‐
一
や
九
・
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
○
七
八
）
幸
一
三
・
１
発
八
四
七

株
式
会
社
加
美
乃
素
本
舗

襲
取
諦
役
豊
宮
崎
幸
・
咽
一

神
戸
市
中
央
区
熊
内
檎
通
一
手
帳
一
手
玲
煮

電
話
（
○
七
八
）
一
・
龍
：
１
．
四
Ⅱ
五

脚
一
八
Ｘ
（
○
七
八
｝
﹇
包
尾
・
・
四
・
○
四
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遠
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国
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し
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今
も
遥
か
な
憧
慢
の
あ
る
街
・
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
ｌ
。

P H O T O ／米田英男
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( 順不同）

公
認
会
計
士
中
村
良
平
事
務
所

公
認
会
訓
士
・
税
理
士
中
村
良
平

神
・
僻
市
中
央
区
北
焚
狭
迦
一
・
・
六
：
『
・

カ
ラ
ン
ピ
ル
４
Ｆ

地
誌
宍
）
七
八
）
・
一
・
九
一
１
誼
・
・
・
言
九
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
《
）
七
八
）
．
一
九
・
‐
。
一
一
‐
・
九
・
じ

東
洋
紙
業
株
式
会
社

取
樋
聯
長
朝
日
徹
夫

大
阪
市
浪
速
区
芦
原
．
．
‐
一
・
．

屯
蔽
（
○
六
）
五
六
じ
，
，
．
Ｅ
・
・

豊
岡
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役
松
丸
哲
也

大
阪
市
北
区
犬
満
橋
．
．
－
．
．
．
‐
・
・

電
話
《
）
六
）
・
一
面
－
．
１
．
○
○
一

大
関
化
学
正
業
株
式
会
社

取
締
役
社
長
津
州
明
和

神
戸
市
来
灘
区
本
山
中
町
亜
１
：
１
パ

電
話
（
○
七
八
）
四
五
・
・
・
・
・
，
九
・

丸
山
印
刷
株
式
会
社

代
蕊
締
役
社
長
鷺
沢
忍

果
庫
県
高
砂
巾
米
田
町
神
爪
五
七
・
‐
一

逝
話
（
○
“
九
四
）
一
・
嵩
１
》
五
一
》

神
戸
建
築
技
術
研
究
所

脈
畏
前
門
和
穂

論
い
や
掘
十
叩
販
年
額
禄
侭
雨
鼎
剛
二
口
一
・
壱
ｉ
悪
・

麺
麺
（
○
七
八
〕
側
型
一
一
・
‐
‐
八
一
瓦
八

つ
月
中
旬
ぶ
り
〕

抑
尚
昨
叩
中
央
Ⅸ
北
長
独
通
一
・
・
六
・
‘
六

ト
ァ
ロ
ー
ド
ヤ
ナ
セ
ビ
ル
３
Ｆ

株
式
会
社
西
村
屋
フ
ー
ズ
コ
ム

代
表
取
締
役
社
長
西
村
理

神
戸
市
川
央
区
磯
’
胆
‐
迦
瞳
、
‐
・
・
・
，
．
○

竃
話
（
○
七
八
）
一
・
貝
・
‐
Ｌ
・
・
六
』
ハ
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
○
七
八
）
・
・
九
・
ｉ
八
○
ｆ
》

寄
神
建
設
株
式
会
社

取
朔
羅
長
寄
神
茂
之

神
〆
巾
兵
牽
腿
怪
恒
宮
町
．
．
‐
・
Ｉ
・

電
話
（
○
七
八
）
六
八
・
‐
。
：
二
・
一
一

高
貴
茶
杜
仲
葉

富
士
杜
仲
株
式
会
社

代
表
驚
脳
上
本
冨
士
哉

尼
崎
市
武
庫
之
荘
〒
・
・
九
：
菅

餓
話
（
○
六
）
四
『
・
・
一
・
’
○
七
七
○

株
式
会
社
ホ
テ
ル
オ
ー
‐
ク
ラ
神
戸

取
締
役
社
長
火
石
邦
雄

神
戸
市
巾
央
区
波
止
蝿
町
一
・
１
－

誼
話
（
○
七
八
）
一
・
一
一
号
．
．
‐
○
・
・

松
本
鋼
機
株
式
会
社

代
表
取
締
役
会
艮
松
本
花
子

神
戸
市
兵
庫
区
渡
町
弛
・
，
八
八
・
‐
・

電
話
（
○
七
八
）
六
五
・
Ｉ
上
一
一
・
・
一
上

株
式
会
社
い
ぬ
づ
か
写
真
室

新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
写
真
室

純
戸
〆
川
ゲ
ン
パ
‘
・
ク
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
》
萱
電

代
表
取
締
役
犬
塚
ゆ
た
か

本
店
関
宮
市
朴
蒙
町
・
‐
・

電
話
（
○
七
九
八
）
一
一
唖
Ⅱ
Ｉ
』
ハ
ー
『
・
六
一
・
．

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
○
七
九
八
）
発
五
、
Ｌ
ハ
滝
九
九

株
式
会
社
イ
チ
ケ
ン

代
表
取
締
役
社
民
浅
野
昌
英

神
戸
市
山
．
央
区
浜
辺
通
一
宅
１
．
１
発
○

屯
誰
（
○
七
八
）
一
一
五
．
．
：
．
．
・
・
・

玉
子
建
設
株
式
会
社

取
締
役
社
長
曽
我
勇

神
一
川
市
長
田
隆
西
尻
池
町
．
．
：
四
．
恥
・
ひ

電
話
（
○
七
八
）
六
・
一
’
四
九
・
川

鰹
節
の
カ
ネ
ィ
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
団
昭
二

神
戸
市
東
灘
区
向
洋
阿
西
六

六
甲
プ
イ
ラ
ン
ド
内

鯉
話
（
○
七
八
）
八
立
叱
●
〕
・
‘
・
一
八
○

財
間
法
人
総
合
教
育
研
究
財
団

理
市
艮
糟
谷
Ｈ
出
男

本
部
神
戸
市
垂
永
区
神
田
町
９
１
一
七

㎡
話
穴
）
七
八
）
七
○
・
パ
；
○
八
Ｏ
Ｏ

郡
獅
局
神
戸
市
煙
水
区
Ｈ
向
・
‐
本
‐
・

堆
話
穴
〉
七
八
）
七
○
九
．
・
六
・
・
・
・
一
一

株
式
会
社
淡
路
屋

取
締
役
社
長
寺
本
混

神
〆
巾
東
測
区
魚
崎
南
町
載
》
・
’
ハ
ー
．
・
八

噸
諾
（
○
七
八
）
四
五
二
１
．
六
八
一
・

株
式
会
社
サ
ン
コ
ト
ブ
キ

代
表
鳴
職
鴬
細
谷
俊
雄

神
而
市
山
央
Ⅸ
北
長
狭
通
‐
‐
九
：
．

班
話
（
○
今
】
八
）
．
、
九
・
，
‐
八
人
八
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
○
七
八
）
二
・
・
九
一
・
○
｝
・
八
・
’
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平
成
八
年
は
十
二
支
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ま
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の
子
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子
は
種
子
が
寒
い
冬
に
薄
氷
の
張
っ
た
地
表
を
破
っ
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、
勢
い
良
く
双
葉
の
芽

を
出
す
強
い
生
命
力
を
示
し
、
き
っ
と
新
し
い
発
展
の
動
き
が
あ
る
で
し
ょ
う
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「神戸に映画文化を！」
述絡協識会

代表小林義正
あけましておめでとうございます。

神戸市中央区海岸通2 - . 4 . . 1 7
T E L O 7 8 - 3 3 1 - 8 5 3 8
E A X O 7 8 - . 3 3 1 - 8 6 3 9

ギャラリー＆珊排サロン
兜子館

プチコンサート・パーティ企画
館長赤尾徳也
新年おめでとうございます

神戸市東灘区御影山手1 . - 1 3 . 4
T E I ＆F A X O 7 8 - 8 1 1 - 0 7 6 0

大 本山須磨寺

管長小池義人

神戸市須磨区須磨寺町4 6 8
ＴＥＬＯ７８－７３１－０４１６
ＦＡＸＯ７８‐7 3 1 - - 6 8 5 9

アカデミー神戸
ゆめのｓａｌｏｎ

柴田多嘉子
架しく能率良く本物を育てｈげる
新しい時代の新しい音楽教育
神戸市兵叩区熊野町１－１－７
ＴＥＬＯ７８－５１１－８９４３
ＦＡＸＯ７８－５１1 －０１０２

関西Ⅲ印文化協会
神戸ユネスコ協会

日本ネパール文化友好協会

会長桑原泰業

神戸市北区鈴ＩＭＩ台東町9 - 7 - . 2 6
ＴＥＬ＆F Z l X O 7 8 - 5 9 1 - - 5 6 3 3

( 順不同）

大和楽

理事長大和．三千世

今年も心美しい大和楽を

神戸市中央区小山手逆７－] －１５
T E L O 7 8 - 3 4 1 - 3 6 5 3

若 由会

若柳吉由二
師篇則{ ･ 周年公演を平成八年六月
+ ･ 皿・- 1 ．六日神戸文化ホーールにて

神戸市垂水区平磯4 . - 2 . - 3
T I E L O 7 8 - 7 0 6 - 0 1 1 3
r A X O 7 8 - - 7 0 7 - 2 7 6 5

知: 香流

家元成瀬香梅
く神戸で孜室を測いております＞

祥戸市兵､ｉｆ鞠源j V 1 - 3岡女堂ピﾉ唾F 2 0鰐室
T E L O 7 8 5 7 5 5 5 3 9

＜住まい＞
評浦湧区掘蔚伯母野l l l I K I 1 - 1 - 3

六甲グランドﾋ ﾙ ; ｍｌ
ＴＥＬＯ７８－８８２－ＯＯ８５

山田流等曲
小倉美紗能

昨秋兵威県より『ともしびの賞Ｊを賜
りました。更なる勢力をいたします

神戸市測区畑原迦5 - . 3 - 1 5
T E L O 7 8 - 8 6 1 - 6 0 9 1

貞松・浜田バレエ団

代表貞松融
199 6公浪予侮

4/3(水)ジｭ･ﾆｱ･ﾌｪｽﾃｨ術バー神戸文化中ﾎｰ･ル
4/9Ck)貞松､浜、バレ巻に耐4Ｈ公溌~抑jz文化中ﾎｰﾙ

神戸市灘区畑原通３－６－６
ＴＥＬＯ７８－８６１－２６０９
ＦＡＸＯ７８－８０1 －０３０８

ひょうご観光プリンセス
本年も兵庫県の観光復興を各地で
広くアピールしてまいります。

ひょうご観光プリンセス
本年も兵庫県の観光復興を各地で
広くアピールしてまいります。
神戸市中央区中山手通7 - 2 8 - 3 3
社団法人兵庫県観光辿盟
T E L O 7 8 - 3 6 1 - 8 0 8 6
F A X O 7 8 - 3 6 1 - 8 0 8 7

神戸市中央区中山手通7 - 2 8 - 3 3
社団法人兵庫県観光辿盟
T E L O 7 8 - 3 6 1 - 8 0 8 6
F A X O 7 8 - 3 6 1 - 8 0 8 7

つくりぱなびと
倉1 花人

佐藤悦枝
はじめの‘･ 歩にもどりはじめての

眼展を三月にいたします

神j 『市中央区下山手通５－８－ﾕ 4 - 7 0 3
T E L ＆F Y 4 X O 7 8 一弘1 - 5 6 0 5

日本舞踊
花柳流

花柳五三輔
文化発信の地､ 愛する神戸のため

頑張りまし族う

神戸市長田区西山町4 - . 7 . - 1 1
T E L ＆F A X O 7 8 - 6 2 1 - 3 2 0 9

財 間法人小原流

理事長小原規容子
神7 7 市中央区束川崎町1 －７－４
ハーバーーランドダィャニッセィビル] 8 Ｆ

ＴＥＬＯ７８
ＦＡＸＯ７８

- 3 6 0 - 0 8 7 1
- 3 6 6 - 2 1 6 5

筑前琵琶柴田旭堂会

会長柴田旭堂
２月2 4Ｅ(土)午後６時～

第３回サルビアコンサートに出談
神戸市中央区上筒ル通５－４－２

T E L O 7 8 - 2 2 1 - 1 1 6 1
F A X O 7 8 - 2 7 2 - 0 9 0 8

みやび流押絵
家元二代目

小西絹甫
鎮魂の「押絵千体地蔵尊』を１月1 5 1 ] ，
春日道の常光院へ奉納いたします

芦屋市公光町３－１５
ＴＥＬ師9 7 - - 3 4 - 1 0 0 1
（夜間)0797-32-5634

すえひろ
神戸焼・末汎窯

南汎

神戸市荷区神出町広谷6 2 3
T E L O 7 8 - - 9 6 5 - 2 2 4 4

関西和装学院

学院長原仁美
迎春今年こそ堂もの世界の高捌

につとめますよろしく

神戸市弧磨区禅昌寺町１－ﾕ ｴ ｰ １
ＴＥＬ0 7 8 . 7 3 2 - . 0 6 9 3
F A X O 7 8 - 7 3 6 - 3 5 3 5

．‐束書道会

会長井茂圭洞
創立5 0 周年記念展を神戸醗怠ミュ･ - ジ
アムにて側催します。ｌ/ 3－１５
神戸I I i 兵庫陳水木通4 －１－１９
T E L O 7 8 - 5 7 7 - 1 0 0 1
』iAXO78･-577..8567

人形浄瑠璃
一f 身＝星△し
画ＥＩ室：

会長竹中幸子
野潔吉晶出張磁古崎／花隈町「豊側

電の間・屯話3 4 1 - 2 8 6 8

神戸市中央区ドI l l f通7－１２
T E L O 7 8 - 3 4 1 - 3 2 8 1
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E 知

( 順不同）

“1 1 本の心をうたう,，

声楽家・足立輝代
今年もやさしい心で前
を向いてまいりましょう
西宮I I f ド大市束町1 5 5
ＴＥＩ，0 7 9 8 - 5 2 ＝O O O 4
F A x O 7 9 8 - 5 1 - 2 4 3 0

神戸ネオトロピカル協会
会長森美代子
代表幹事藤本ハルミ

今年も音楽とダンスと出会いの場を…

神戸I | 沖央区山本通２２７
ＴＥＬ07 8 . - 2 4 2 . - 5 6 9 0
ＦＡＸＯ７８－２２２…5 8 7 5

丹波焼延年窯

市野弘之
丹波の心をや誉ものに込めて・・

多紀郡今田町上立枕４４９－１
ＴＥＬ0 7 9 5 . 9 7 . ‐2 2 1 2

Ｚ科会写真部兵庫支部

支部長緒方しげを

神戸市中央低巾可通３－ユー1 ７
T E L O 7 8 - 3 4 1 - 3 7 n
F A X O 7 8 - 型1 - - 4 0 1 9

須磨琴保存会

小池美代子
､ そ浦徳子
山崎八重子

神戸巾須磨区須磨寺町4 －６－８
ＴＥＬ
ＦＡＸ

０７８．－７３１，．０４１６
078.-731..6859

吉鈴会

若柳吉金吾
1/ 2 8 (日>午前1 0時より神戸文化
犬ホ･ ･ ルにて「金鈴全l 開俄

神戸市中央区楠町５．１．７
T E L O 7 8 - - 3 4 1 - 6 8 3 2

専正池坊家元

諸泉祐陽
新年おめでとうございます

神戸l r l i 東灘区催告L l I 子3－２－２１
T E L
ＦＡＸ

汚
沌
０
０

-.811-.1601
- 8 1 1 - 3 1 0 6

米田フォト
ＹＯＮＥＤＡＰＨＯＴＯ

米、定蔵
米田英男
森田篇

神戸市長田区池田寺町ﾕ １．１０
ＴＥＬ
ＦＡＸ

0 7 8 6 9 1 3 5 4 7
078.641.0289

和弘学園

理事長並川明子
３月2 3 ｐより１２支の絵と置物･ でお侍
ちします。音水湖畔和弘美術館

神戸市垂水区狩r 1 台5 . - Ｍ
ＴＥＬＯ７８－７８３－１４４１
ＦＡＸＯ７８－7 8 2 - 8 2 0 7

女声アンサンブル・女声合唱I ｊｌｌ
エゴ・エレガンテ

代表有川隆子
3 / 9 ( 土) 午後2 時より窟田林すばる
ホ‘一ルで：ふるさとコンサ･ ‐卜

ｉｎ南河内」間隙
神戸市灘区青谷町4 - 1 - 1 1

ＴＥＬ＆ＦＡＸＯ７８－８６１‘- 8 7 6 6

兵庫県いけぱな協会

会長古田泰巳

神戸I i r 中央区下山手通５－１０－１
兵庫県生活文化郡芸術文化課内
TEI‘078 . - 3 4 1 - . 7 7 1 1内線2851

女流義太夫

神代初美

神戸市兵庫区新開地４‐3 . . 1 - . 3 0 1
’1 ,皿－０７８.卓3 7 1 - 0 2 6 5

社 団法人能楽協会

理蕊. 神j 稜部長吉井順。
今年は: 一二支の始まりです。

明るくよい年でありますよう願っております

西宮市甲子間砂田町５－３
ＴＥＬ＆F A X O 7 9 8 - 4 7 - - 7 6 5 1

ｎ本舞踊

藤間刺佳子
輝く神戸の未来のために文化復興
を風い頑張ってまいります
神戸市須磨区行幸町２－３－２４
ＴＥＬＯ７８‐7 3 1 .‐4 7 7 1

1 1 本舞踊
花柳流

花柳小: 孟郎

神戸市灘区箕岡通４．２．．５
ＴＥＴ』07 8 - . 8 0 2 . 0 0 3 0

メゾ・ソプラノ
神戸フォーレ協会

井上和１１ｔ

神戸市中央区再度山大他寺
ＴＥＩ』07 8 - 3 7 1 - - 5 8 3 8

地唄舞

大和松蒔
地の神に捧げる地唄舞

努めさせて頂きま
を懸命に
す。

明石市朝霧1 1 1 手町２２＝７
ＴＥＬＯ７８･ ‐9 1 1 - . 9 5 1 3

モダンダンス

今岡煩子舞踊団
今岡頒子・加藤きよ子

神戸市中央灰三富町1 －５
住友銀行三宮ピル6 Ｆ
ＴＥＬＯ７８－３９１－１５１８

女人舞楽原箪会

会長原盤子
屋にろの栄誇・女人舞楽

芦屋市楠町14--20..210
T E L O 7 9 7 - - 3 1 - 5 5 3 0
F A X O 7 9 7 - 3 8 - 5 9 9 9

株式会社しゅんこう

代表取締役中野肇

神戸市中央区浪化町５９
朝、ピル1 2 Ｆ

1．じL 0 7 8 . - 3 3 2 . - 2 6 1 2
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章

画家キヤリントン（エマ・トンプソン）

イ
ギ
リ
ス
映
画
は
「
愛
」
を
描
く
と
こ
わ
い
。
こ
わ
い
と
い

う
の
は
深
い
こ
と
。
深
い
と
い
う
の
は
真
実
を
貫
く
こ
と
。
「
モ

オ
リ
ス
」
の
同
性
愛
も
悲
し
く
こ
わ
か
っ
た
。

さ
て
こ
ん
ど
く
る
「
キ
ャ
リ
ン
ト
ン
」
（
一
九
九
五
）
。
監
督

は
劇
作
家
の
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ハ
ン
プ
ト
ン
。
映
画
は
こ
れ

が
第
一
作
。
パ
ト
リ
ッ
ク
・
ガ
ー
ラ
ン
ド
監
督
の
「
人
形
の
家
」

（
七
三
）
の
映
画
脚
色
を
や
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

×

実
在
人
物
の
伝
記
で
、
作
家
リ
ヅ
ト
ン
・
ス
ト
レ
ィ
チ
ー
と

画
家
ド
ー
ラ
・
キ
ャ
リ
ン
ト
ン
の
愛
の
伝
記
。
イ
ギ
リ
ス
の
一

九
一
五
年
（
大
正
四
年
）
ご
ろ
。
そ
の
こ
ろ
モ
ダ
ン
な
キ
ャ
リ

ン
ト
ン
は
女
の
く
せ
に
髪
を
短
く
刈
っ
て
ポ
ッ
ブ
ド
・
ヘ
ア
の

開
拓
者
の
よ
う
。
け
れ
ど
い
っ
さ
い
モ
ダ
ン
ぶ
っ
た
才
女
画
家

の
ス
タ
イ
ル
で
は
な
か
っ
た
。
田
舎
の
少
年
の
よ
う
な
パ
サ
パ

.'蝋急寿。；

１
８８

１

綴識蕊鼠 イ
ギ
リ
ス
の
風
格
あ
ふ
れ
る
恋
の
悲
惨

「
キ
ャ
リ
ン
ト
ン
』

サ
し
た
感
じ
だ
っ
た
。

こ
の
彼
女
が
有
名
な
伝
記
作
家
ス
ト
レ
イ
チ
ー
に
ひ
と
め
で

愛
さ
れ
た
。
彼
女
は
こ
の
作
家
の
、
海
の
底
、
湖
水
の
底
、
そ

の
よ
う
な
深
い
静
け
さ
に
愛
と
尊
敬
を
感
じ
、
つ
い
に
田
舎
の

別
荘
で
、
草
原
の
な
か
で
、
接
吻
し
た
。

し
か
し
二
人
は
結
婚
を
す
る
こ
と
を
た
が
い
に
踏
み
と
ど
め
、

愛
し
合
っ
た
仲
の
ま
ま
奇
妙
な
同
居
生
活
を
始
め
た
の
だ
っ
た
。

実
は
こ
の
有
名
な
伝
記
作
家
は
女
性
の
か
ら
だ
を
愛
す
る
こ
と

を
こ
ば
ん
だ
男
性
だ
っ
た
。
彼
が
初
め
て
キ
ャ
リ
ン
ト
ン
を
見

た
と
き
も
彼
女
を
少
年
と
見
た
か
ら
だ
っ
た
。
彼
は
同
性
愛
、

そ
の
愛
と
い
う
よ
り
も
愛
欲
に
落
ち
込
ん
で
ゆ
く
作
家
だ
っ
た
。

そ
れ
を
知
っ
て
い
て
、
キ
ャ
リ
ン
ト
ン
は
そ
の
偉
大
な
作
家

ス
ト
レ
イ
チ
ー
と
同
居
し
た
。
二
人
が
初
め
て
逢
っ
た
と
き
も

作
家
の
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
・
ウ
ル
フ
の
姉
の
ヴ
ァ
ネ
ッ
サ
の
屋
敷

で
だ
っ
た
。

映
画
は
美
し
い
イ
ギ
リ
ス
の
南
の
海
の
見
え
る
別
荘
地
帯
と

そ
こ
に
住
む
い
わ
ゆ
る
上
流
階
級
の
人
た
ち
を
美
術
画
の
よ
う

に
色
彩
キ
ャ
メ
ラ
で
見
せ
て
ゆ
く
。

画
家
と
作
家
の
こ
の
愛
は
見
る
も
痛
ま
し
い
ほ
ど
理
解
し
合

っ
て
い
た
。
美
し
い
キ
ャ
リ
ン
ト
ン
に
は
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
愛
の

相
手
が
登
場
し
、
つ
い
に
元
軍
人
の
パ
ー
ト
リ
ッ
ジ
と
結
婚
し

た
。
し
か
し
作
家
ス
ト
レ
イ
チ
ー
は
そ
れ
を
祝
福
し
、
そ
の
結

婚
相
手
の
軍
人
に
異
性
愛
を
感
じ
て
し
ま
う
の
だ
っ
た
。

キ
ャ
リ
ン
ト
ン
は
結
婚
し
て
も
「
愛
」
は
ス
ト
レ
イ
チ
ー
た
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．…獣嘩十
九
歳
。

一
九
六
八
年
に
マ
ィ
ヶ
ル
・
ホ
ル
ロ
イ
ド
が
刊
行
し
た
「
リ
ッ

ト
ン
・
ス
ト
レ
イ
チ
ー
」
と
い
う
評
伝
も
あ
る
。
昭
和
七
年
に
亡

く
な
っ
た
こ
の
二
人
。
昭
和
七
年
と
は
い
え
こ
の
二
人
が
活
躍
し

て
い
た
時
は
大
正
時
代
。
こ
の
年
に
ス
ト
レ
イ
チ
ー
は
か
く
す
こ

と
な
く
ホ
モ
セ
ク
シ
ャ
ル
を
告
白
し
て
い
た
こ
と
が
、
そ
れ
も
そ

こ
が
イ
ギ
リ
ス
だ
け
に
勇
気
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。

×

音
楽
は
有
名
な
マ
ィ
ヶ
ル
・
ナ
イ
マ
ン
。
撮
影
は
フ
ラ
ン
ス
の

「
仕
立
て
尾
の
恋
」
の
ド
ニ
・
ル
ノ
ア
ー
ル
。

キ
ャ
リ
ン
ト
ン
の
夫
（
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ウ
ォ
デ
ン
ト
ン
）
キ

ャ
リ
ン
ト
ン
と
恋
に
落
ち
る
ブ
レ
ナ
ン
（
サ
ミ
ュ
ェ
ル
・
ウ
エ
ス

ト
）
ま
た
キ
ャ
リ
ン
ト
ン
を
愛
す
る
画
家
（
ル
ー
フ
ァ
ス
・
ス
ー

エ
ル
）
、
そ
し
て
キ
ャ
リ
ン
ト
ン
の
女
友
達
（
ペ
ネ
ロ
ビ
、
ウ
ィ

ル
ト
ン
）
す
べ
て
日
本
で
は
馴
染
み
う
す
い
が
イ
ギ
リ
ス
の
品
格

を
示
し
て
す
ば
ら
し
い
連
中
だ
。

恋
い
し
合
い
な
が
ら
肉
体
で
は
結
ば
れ
ぬ
苦
し
み
が
美
し
い
イ

ギ
リ
ス
の
風
景
の
な
か
で
逆
に
こ
わ
い
。
静
か
で
、
空
も
海
も
屋

敷
も
あ
ま
り
に
も
美
し
い
か
ら
で
あ
る
。

だ
ひ
と
り
と
し
て
い
た
。
ス
ト
レ
ィ
チ
ー
も
ま
た
「
愛
」
は
キ
ャ

リ
ン
ト
ン
ひ
と
り
だ
っ
た
。

キ
ャ
リ
ン
ト
ン
は
し
か
し
元
軍
人
と
結
婚
し
た
の
に
、
や
が
て

ブ
レ
ナ
ン
と
い
う
男
と
恋
に
落
ち
、
ペ
ン
ロ
ー
ズ
と
い
う
男
と
も

情
事
に
ふ
け
っ
た
。
精
神
の
愛
と
肉
体
の
愛
は
別
の
こ
と
を
誰
に

も
彼
女
は
見
せ
た
。
そ
し
て
キ
ャ
リ
ン
ト
ン
は
ず
っ
と
変
わ
る
こ

と
な
く
ス
ト
レ
イ
チ
ー
ヘ
の
愛
を
貫
き
、
ス
ト
レ
イ
チ
ー
も
ま
た

キ
ャ
リ
ン
ト
ン
の
、
い
く
た
の
男
性
た
ち
と
の
情
事
を
も
、
許
し

て
い
た
。

キ
ャ
リ
ン
ト
ン
は
ハ
ン
サ
ム
な
ヨ
ッ
ト
乗
り
の
ビ
ー
カ
ス
の
子

供
を
つ
い
に
身
ご
も
る
が
、
彼
女
は
ス
ト
レ
イ
チ
ー
以
外
の
子
は

欲
し
く
な
い
と
ス
ト
レ
イ
チ
ー
に
告
げ
た
。

一
九
三
二
年
（
昭
和
七
年
）
ス
ト
レ
イ
チ
ー
は
ガ
ン
に
冒
さ
れ

亡
く
な
っ
た
。
静
か
な
別
荘
で
み
ん
な
に
見
守
ら
れ
て
息
を
ひ
き

と
っ
た
。
死
の
ま
ぎ
わ
キ
ャ
リ
ン
ト
ン
を
一
番
深
く
愛
し
た
の
に

結
婚
し
な
か
っ
た
こ
と
を
悔
や
ん
で
亡
く
な
っ
た
。
こ
の
あ
と
、

ひ
と
り
と
り
残
さ
れ
た
キ
ャ
リ
ン
ト
ン
は
さ
ら
に
あ
ら
た
な
結
婚

申
し
込
み
が
あ
ら
わ
れ
た
の
に
、
ひ
と
り
、
銃
を
引
い
て
自
殺
し
た
。

作家ストレイチー（ジヨナサン・プライス）とキャリントン

×

キ
ャ
リ
ン
ト
ン
に
は
エ

マ
・
ト
ン
プ
ソ
ン
が
扮
し
、

人
ス
ト
レ
ィ
チ
ー
に
は
舞
台
俳

唖
優
の
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
プ
ラ
イ

土睡
ス
が
扮
し
こ
の
役
で
彼
は
一

月麺
九
九
五
年
度
の
カ
ン
ヌ
映
画

補
賞
で
男
優
賞
を
受
け
た
。

ノ尋
一
」
の
実
在
の
画
家
と
作
家

イ

は
年
齢
は
十
一
二
歳
も
違
っ
て

い
た
。
作
家
は
五
十
二
歳
で

亡
く
な
り
、
そ
の
年
に
画
家

が
死
ん
だ
。
そ
の
画
家
は
三

雪鵠調: 鍛驚高毒鼻騨全溌議識繊簿

１
８９

１

I承晶蕊舞霊尋甲'寅鞠鷲 識
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宝塚と共演する瞳
上自衛隊のバンド

虹0：

勾
蕊 ☆

陸
上
自
衛
隊
と
宝
塚
が
共
演

「
マ
ー
チ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
配
」

震
災
で
、
自
衛
隊
の
存
在
を
以
前

よ
り
、
ぐ
っ
と
身
近
に
感
じ
る
よ
う

に
な
っ
た
人
も
多
い
は
ず
。
そ
の
陸

上
自
衛
隊
中
部
方
面
隊
が
地
震
の
発

生
か
ら
１
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
被
災
地
域
の
人
な
ど
約
千
二
百

人
を
招
き
、
弓
Ｉ
チ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
理
を
開
催
す
る
。
出
演
部
隊
は
保

安
中
隊
中
部
方
面
音
楽
隊
、
第
３
師

団
・
第
加
師
団
・
第
週
師
団
・
第
２

混
成
団
音
楽
隊
、
７
コ
太
鼓
隊
な
ど

約
三
百
名
。
宝
塚
歌
劇
団
か
ら
は
、

花
組
の
真
矢
み
き
、
純
名
里
沙
が
出

演
。
自
衛
隊
と
タ
カ
ラ
ジ
ェ
ン
ヌ
と

い
う
異
色
の
組
み
合
わ
せ
に
ズ
カ
ブ

ァ
ン
な
ら
ず
と
も
、
楽
し
め
そ
う
。

国
日
時
平
成
８
年
１
月
四
日
午
後
６

時
釦
分
開
演
場
所
宝
塚
大
劇
場

問
い
合
わ
せ
陸
上
自
術
隊
広
報
室

○
七
二
七
－
八
二
－
○
○
○
一

ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

☆
誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動

瀧 基

真矢みき

私
の
出
会
っ
た
宝
子
た
ち
（
鋼
）

－
真
面
目
な
Ｊ
子
さ
ん
１

Ｊ
子
さ
ん
は
二
十
二
才
。

Ｈ
市
か
ら
電
車
に
乗
っ
て
通
っ
て
い
る
。

と
て
も
人
な
つ
っ
ご
く
電
車
の
中
で
、

知
ら
な
い
人
に
で
も
深
々
と
頭
を
下
げ

る
。
最
初
、
キ
ョ
ト
ン
と
し
て
い
た
人

も
、
毎
日
な
の
で
、
今
で
は
向
こ
う
か

ら
「
お
は
よ
う
」
と
、
声
を
か
け
て
く

だ
さ
る
と
か
。
性
格
は
凡
帳
面
で
、
何

ご
と
に
も
手
を
抜
か
な
い
。
箸
入
れ
作

業
も
必
ず
向
き
を
そ
ろ
え
る
。
言
葉
は

し
ゃ
べ
れ
な
い
け
ど
積
極
的
で
何
で
も

ア
タ
ッ
ク
す
る
。
ポ
ー
ル
投
げ
、
ゲ
ー

ト
ポ
ー
ル
等
、
特
に
、
体
を
動
か
す
こ

と
が
大
好
営
で
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

男
性
的
。
今
も
、
毎
日
、
男
子
の
中
に
、

女
性
で
は
Ｊ
子
さ
ん
ひ
と
り
、
ア
ル
ミ

缶
つ
ぶ
し
作
業
を
が
ん
ば
っ
て
い
る
。

作
業
の
あ
と
片
ず
け
も
、
他
の
人
は
要

領
よ
く
ホ
ー
キ
を
持
っ
て
一
、
二
回
、

サ
ッ
と
掃
い
た
ら
も
う
、
道
具
を
し
ま

っ
て
帰
り
支
度
。
で
も
Ｊ
子
さ
ん
は
、

き
れ
い
に
な
る
迄
ひ
と
り
、
黙
々
と
掃

き
続
け
て
い
る
．
誰
が
見
て
い
よ
う
と
、

見
て
い
な
く
て
も
。
本
当
に
頭
が
下
が

る
。
Ｊ
子
さ
ん
、
私
も
、
あ
な
た
を
見

習
わ
な
く
っ
ち
ゃ
ね
。
（
Ｎ
）

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

〒
卿
神
戸
市
中
央
区
橘
通
四
－
ニ
ー
ニ

菊
水
模
型
ピ
ル
一
一
一
階
（
湊
川
神
社
西
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ

○
七
八
１
三
六
○
－
一
二
五
七

鶴
鱗
鶴
鍵
鋳
鶴
鋳
鋳
鍵
癖
鍵
鍵

☆
地
震
か
ら
１
年
１
月
打
日
に

音
楽
の
贈
り
物

地
震
以
降
、
被
災
地
で
コ
ン
サ
ー

ト
を
し
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
有
名
無

名
を
含
め
る
と
、
そ
の
数
は
計
り
知

れ
な
い
。
今
回
１
月
Ⅳ
日
に
、
ジ
ョ

イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
う
、
金
関

さ
ん
（
バ
イ
オ
リ
ン
）
掛
谷
さ
ん
（
ピ

ア
ノ
）
の
お
二
人
も
、
地
震
後
の
３

月
に
被
災
地
で
、
５
月
に
は
海
洋
博

物
館
で
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
を

行
っ
た
。
金
関
さ
ん
は
現
在
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
で
音
楽
講
師
の
傍
ら
、
自

身
の
管
弦
合
奏
団
ラ
・
エ
ス
ト
ラ
ー

ダ
で
活
動
。
掛
谷
さ
ん
も
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
演
奏
活
動
を
し
て
い
る
が
、
１

年
目
の
１
月
Ⅳ
日
に
ぜ
ひ
神
戸
で
、

と
い
う
願
い
が
実
現
し
た
。

回
日
時
平
成
８
年
１
月
Ⅳ
日
（
水
）

会
場
神
戸
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
入

場
料
千
円
蚕
席
目
由
唾

問
い
合
わ
せ
ア
ー
ト
エ
イ
ド
神
戸
実
行
委

員
会
○
七
八
－
三
三
一
－
二
四
六
七

★
市
民
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
「
防
災
」
国
際

フ
ォ
ー
ラ
ム
開
か
れ
る

「
く
ら
し
再
建
へ
《
い
ま
》
を
み

す
え
て
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、
コ

ー
プ
こ
う
べ
な
ど
の
民
間
団
体
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
集
ま
り
、
ｎ
月

８
日
か
ら
３
日
間
、
神
戸
国
際
交
流

会
館
を
中
心
会
場
に
し
て
防
災
を
考

え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
か
れ
た
。

会
議
の
種
類
は
、
子
ど
も
、
婦
人
、

外
国
人
、
情
報
、
癒
し
、
ま
ち
づ
く

☆
神
戸
市
立
博
物
館
１
年
ぶ
り
に

再
オ
ー
プ
ン
館
蔵
名
品
展

震
災
以
来
、
復
旧
工
事
の
た
め
休

館
し
て
い
た
神
戸
市
立
博
物
館
が
、

一
年
ぶ
り
の
１
月
Ⅳ
日
に
再
開
す

る
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、
博
物
館
の

所
蔵
す
る
〈
考
古
資
料
〉
〈
南
蛮
美

術
資
料
〉
合
地
図
資
料
〉
〈
歴
史
資

料
〉
の
中
か
ら
、
選
り
す
ぐ
ら
れ
た

約
一
五
○
点
の
名
品
が
展
示
さ
れ

る
。
ま
た
、
休
館
中
に
、
国
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
、
狩
野
内
膳

筆
の
南
蛮
解
風
の
お
ひ
ろ
め
も
さ
れ

る
。
内
膳
は
豊
臣
家
の
お
抱
え
絵
師
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
や
ス
ペ
イ
ン
と
の
交
易

を
描
い
た
本
図
は
、
桃
山
時
代
の
南

蛮
文
化
を
よ
く
表
現
し
た
作
品
と
し

て
、
昨
年
６
月
に
指
定
さ
れ
た
。

画
会
期
平
成
８
年
１
月
Ⅳ
日
〜

３
月
型
日
午
前
加
時
〜
５
時

月
晒
休
館
・
一
般
二
百
円
・
小
中
百
円

蕊
狩野内膳筆南蛮展風

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



前衛パフォーマンスで壁の
保存を賑える

★
画
文
集
「
ス
ケ
ッ
チ
紀
行
」

ぬ
け
る
よ
う
な
青
空
の
下
を
、
大
輪

の
ひ
ま
わ
り
畑
が
つ
づ
く
。
ス
ペ
イ
ン

ア
ン
ダ
ル
シ
ア
地
方
の
夏
。
「
と
て
つ
も

な
く
雄
大
で
目
の
く
ら
む
よ
う
な
風
景
」

と
筆
者
は
書
い
て
い
る
。
地
震
後
中
断

す
る
ま
で
神
戸
新
聞
日
暇
版
に
連
戦
さ

れ
た
ス
ケ
ッ
チ
紀
行
の
第
一
弾
は
ス
ペ

イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
イ
タ
リ
ア
フ
ラ

ン
ス
。
繊
細
な
絵
も
さ
る
こ
と
な
が
ら

紀
行
文
が
素
晴
し
い
。
旅
に
出
た
く
な

る
画
災
で
あ
る
。

南
和
好
・
箸
／
プ
ッ
ク
ロ
ー
ン
出
版

３
５
０
０
円

車』 織繊嬢淡 り
な
ど
弘
を
越
え
る
多
彩
な
内
容
。
の
ミ
ノ
ム
シ
の
衣
装
で
宙
に
吊
り
上
い
に
賞
が
与
え
ら
れ
た
の
だ
と
思
う
」

市
内
で
活
動
中
の
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
げ
ら
れ
「
自
然
に
畏
敬
の
心
を
忘
れ
と
話
し
て
い
る
。

☆
「
神
戸
の
壁
」
の
保
存
を
訴
え
前

衛
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

Ｊ
Ｒ
新
長
田
駅
南
の
解
体
跡
地
に

一
枚
だ
け
立
っ
て
い
る
壁
を
「
神
戸

の
壁
」
と
名
付
け
、
大
震
災
の
犠
牲

者
の
鎮
魂
を
願
い
、
記
憶
を
薄
れ
さ

せ
な
い
た
め
に
残
し
て
行
こ
う
と
呼

び
か
け
て
い
る
神
戸
市
垂
水
区
塩
屋

の
前
衛
芸
術
家
三
原
泰
治
さ
ん
た
ち

が
、
、
月
廻
日
、
地
元
の
人
た
ち
の

協
力
を
得
て
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
繰

り
広
げ
た
。

声
楽
家
三
室
尭
さ
ん
。
童
謡
歌
手

麻
生
夏
世
さ
ん
、
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン

奏
者
和
田
道
雄
さ
ん
た
ち
が
歌
い
、

演
奏
し
、
三
原
泰
治
さ
ん
は
、
金
色

ル
ー
プ
の
大
半
が
参
加
、
被
災
市
民

を
含
め
て
延
べ
２
万
人
が
集
ま
っ

た
。開

会
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
地
震
小

学
生
が
一
生
き
て
い
て
本
当
に
よ
か

っ
た
。
で
も
帰
る
家
が
な
い
」
と
作

文
を
朗
読
、
震
災
が
ず
っ
と
続
い
て

い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
最
終
日
に

は
「
神
戸
宣
言
」
を
採
択
。
「
ま
ち

の
復
興
の
主
体
は
被
災
者
自
身
で
あ

る
。
被
災
者
が
復
興
の
目
標
と
過
程

を
決
め
る
も
の
で
あ
る
。
国
内
、
海

外
と
広
く
結
び
合
わ
さ
っ
た
ま
ち
を

つ
く
り
た
い
」
と
訴
え
た
。

N G O のフォーラムはバザーや
イベントもにぎやか

☆
招
日
に
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
で
「
Ｒ

Ｅ
Ｂ
Ｉ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
コ
ン
サ
ー
ト
」

☆
ポ
ス
タ
ー
「
神
戸
の
た
め
に
結
集

を
」
が
２
位
入
賞

今
年
の
全
国
カ
タ
ロ
グ
・
ポ
ス
タ

ー
展
で
、
神
戸
へ
の
応
援
を
訴
え
た

ポ
ス
タ
ー
が
工
業
技
術
院
長
賞
（
２

位
相
当
）
を
受
賞
し
た
。
発
行
は
Ｃ

Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
ｆ

Ｏ
ｒ
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
事
務
局
。
デ
ザ
イ

ン
は
Ａ
Ｄ
水
谷
孝
次
、
Ｄ
大
溝
裕
、

写
真
横
木
安
良
夫
。

審
査
員
の
田
中
一
光
さ
ん
は
「
欧
米

で
は
社
会
的
に
貢
献
す
る
ポ
ス
タ
ー

が
多
い
が
、
日
本
で
は
ま
だ
少
な
い
。

こ
の
ポ
ス
タ
ー
が
作
ら
れ
た
意
義
は

大
き
い
」
と
評
価
。
ポ
ス
タ
ー
製
作

に
協
力
し
た
フ
ラ
ッ
グ
ア
ー
チ
ス
ト

福
井
恵
子
さ
ん
は
「
私
た
ち
の
、
小

さ
な
石
を
行
け
に
投
げ
込
む
よ
う
な

行
動
が
、
全
国
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
た
ち

の
協
力
を
呼
び
、
そ
の
神
戸
へ
の
思

ず
、
大
震
災
を
忘
れ
な
い
た
め
に
、

神
戸
の
壁
を
保
存
し
よ
う
」
と
宣
言

し
た
。建

物
の
撤
去
が
進
む
中
で
、
彫
刻

家
流
政
之
さ
ん
、
前
衛
芸
術
家
嶋
本

昭
三
さ
ん
な
ど
は
「
人
間
が
造
っ
た

も
の
に
、
大
地
は
怒
り
の
痕
跡
を
残

し
た
。
そ
れ
を
保
存
す
る
こ
と
は
芸

術
家
の
使
命
で
も
あ
る
」
と
呼
び
か

け
て
い
る
。

☆
画
商
の
眼

元
町
画
廊
を
開
堂
、
以
後
日
本
を
代

表
す
る
美
術
商
と
し
て
活
珊
、
若
い
作

家
の
育
成
に
努
め
た
飛
者
が
、
書
き
お

ろ
し
た
賞
亜
な
画
塊
史
。
と
は
い
っ
て

も
堅
い
も
の
で
な
く
、
小
磯
画
伯
が
意

外
と
毒
舌
家
だ
っ
た
、
西
村
功
画
伯
の

お
し
ど
り
夫
姉
ぶ
り
な
ど
筆
者
自
身
が

体
験
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
面
白
い
。

佐
藤
廉
著
／
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー

２
０
０
０
円

☆
「
愛
ち
ゃ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
日
記
」

神
戸
に
や
っ
て
来
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
愛
子
ち
ゃ
ん
」
た
ち
が
見
た
被
災
生
活
、

体
験
し
た
救
援
生
活
を
鋭
く
、
ほ
の
ぼ

の
と
描
い
た
コ
ミ
ッ
ク
。
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
救
援
セ
ン
タ
ー
が
作
っ
た
小
冊
子
に
、

新
た
な
作
品
を
加
え
て
発
行
さ
れ
た
。

た
け
し
ま
さ
よ
箸
／
ア
ー
ス
出
版
局

５
０
０
円

R賜墨

頭．

震
災
職
牲
者
の
鎮
魂
と
震
災
か
ら

の
復
興
を
願
う
「
Ｒ
Ｅ
Ｂ
Ｉ
Ｒ
Ｔ
Ｈ

（
再
生
）
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
１
月
過

日
、
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
の
神
戸
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
マ
ー
ト
で
開
か
れ
る
。

出
演
は
、
作
曲
や
ピ
ア
ノ
演
奏
で

活
躍
し
て
い
る
中
富
雅
之
さ
ん
、
関

西
を
基
盤
に
海
外
で
も
演
奏
活
動
を

続
け
て
い
る
風
の
楽
団
。

企
画
し
た
の
は
芦
屋
市
津
知
町
の

自
宅
が
倒
壊
し
、
負
傷
、
神
戸
市
灘

区
に
移
転
し
た
鎌
田
京
子
さ
ん
。
鎌

田
さ
ん
は
芦
屋
で
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
き

ま
ま
」
を
経
営
、
知
人
の
画
家
、
音

楽
家
た
ち
に
呼
び
か
け
実
現
し
た
。

鎌
田
さ
ん
も
、
会
場
で
ア
ク
シ
ョ
ン

ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
披
露
す
る
。

国
入
場
料
前
売
り
三
千
円
、
当
日
三
千
五
百
円
。

問
い
合
わ
せ
○
六
１
九
一
○
１
七
二
八
五

雫
レクイエムを作曲

演奏する中富雅之さん

Ｌ

コンサート存令両
しか録雨京子さん

皿
神
戸
の
本
棚
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口パート・キャバ
｢ パブロ・ピカソ」

１
９２

１

☆
は
た
ち
の
振
り
袖
貸
し
出
し
ま
す

震
災
で
振
り
袖
を
な
く
し
た
り

用
意
で
き
な
か
っ
た
成
人
式
を
迎

え
る
女
性
の
た
め
に
、
長
沼
静
き

も
の
学
院
が
成
人
式
用
に
振
り
袖

を
無
料
貸
出
す
る
。

振
り
袖
は
学
院
の
生
徒
が
提
供
、

着
付
け
も
学
院
の
誹
師
が
手
伝
う
。

用
意
す
る
も
の
は
下
着
類
と
草
履
、

バ
ッ
グ
だ
け
で
よ
い
・
貸
出
と
着

付
け
の
会
期
は
、
同
学
院
の
三
宮

佼
、
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
校
、
西
宮

北
川
校
．
過
日
に
学
校
へ
行
き
、

衣
装
の
選
択
す
る
。
貸
出
数
は
各

校
と
も
二
○
人
。
当
日
は
ヘ
ア
メ

イ
ク
を
し
て
学
校
へ
行
き
、
着
付

け
を
し
て
も
ら
う
。
締
め
切
り
は

加
日
。

園
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

災
沼
櫛
き
も
の
学
院
大
阪
総
合
イ
ン
フ

鋤
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
成
人
式
係

○
一
二
○
．
三
三
○
・
九
二

Ｎ
Ｔ
Ｔ
（
Ⅱ
本
電
信
電
話
株
式
会

社
）
の
電
話
帳
事
業
推
進
部
が
主

催
す
る
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
全
国
タ
ウ
ン
誌

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
タ

ウ
ン
誌
大
賞
」
の
第
十
一
回
Ⅱ
の

受
賞
誌
が
決
定
し
た
。

本
格
化
す
る
ダ
ウ
ン
誌
大
賞

花時計

誉
に
師
や
い
た
。

去
る
十
一
月
三
十
日
、
東
京
の
一

帝
国
ホ
テ
ル
で
表
彰
式
が
行
わ
れ

た
。
「
月
刊
神
戸
っ
子
」
は
や
は

り
震
災
の
環
境
の
中
で
苦
戦
を
し

な
が
ら
に
よ
く
頑
張
っ
た
と
い
う

評
価
を
い
た
だ
い
た
も
の
と
思
っ
一

て
有
難
く
賞
を
頂
き
、
大
き
な
励
一

み
に
な
っ
た
。
地
道
な
文
化
メ
セ
ー

ナ
で
は
あ
る
が
、
ま
さ
に
地
域
文
一

化
振
興
の
一
助
と
し
て
花
間
き
つ
－

つ
あ
る
、
ユ
ニ
ー
ク
な
企
阿
だ
。

さ
ら
に
参
加
誌
六
四
五
誌
の
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
が
来
春
、
カ
タ
ロ
グ
と

し
て
刊
行
さ
れ
る
〈
小
泉
〉

リ
ー
で
、
ヘ
ル
ム
ー
ト
・
ニ
ュ
ー

ト
ン
、
ロ
バ
ー
ト
＆
コ
ー
ネ
ル
・

キ
ャ
パ
、
エ
ル
ス
ケ
ン
、
エ
リ
オ

ッ
ト
・
ア
ー
ウ
イ
ッ
ト
な
ど
世
界

の
第
一
線
で
活
曜
巾
の
作
家
が
出

品
す
る
。

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
は
十
四
ｎ
午
後

二
時
か
ら
。
特
別
評
価
額
は
通
常

価
格
の
半
額
か
ら
一
○
分
の
一
程

度
。
売
上
金
と
カ
タ
ロ
グ
の
収
益

金
は
兵
庫
県
救
援
募
金
委
員
会
に

寄
付
さ
れ
る
。
大
阪
、
神
戸
で
も

巡
回
展
が
開
か
れ
る
予
定
。

写
真
家
の
細
江
龍
公
さ
ん
が
世

界
の
写
真
家
に
呼
び
か
け
て
い
た

「
阪
神
大
震
災
義
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

写
真
展
・
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
」
が
朝

日
新
聞
社
と
東
京
工
芸
大
学
写
真

セ
ン
タ
ー
の
主
催
で
東
京
会
場
を

皮
切
り
に
各
地
で
開
か
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

東
京
会
場
は
、
一
Ⅱ
九
日
か
ら
十

四
日
ま
で
三
越
本
店
七
階
ギ
ャ
ラ

☆
世
界
の
写
真
家
が
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
支

援
本
誌
、
月
刊
神
戸
っ
子
は
昭
和

腿
年
、
第
三
回
の
ダ
ウ
ン
誌
大
賞

を
受
賞
し
て
い
る
。
そ
こ
に
思
い

が
け
ず
、
今
回
の
第
十
一
Ｍ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
で
ダ
ウ
ン
誌
大
賞
奨

励
賞
を
受
賞
し
た
。
い
わ
ゆ
る
Ｗ

受
賞
で
あ
る
。

今
回
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
タ
ウ
ン
誌
ブ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
全
岡
の
タ
ウ
ン

誌
六
四
五
誌
が
参
加
し
選
考
の

上
、
ダ
ウ
ン
誌
大
賞
に
「
生
命
の

島
」
（
鹿
児
島
・
屋
久
島
）
の
タ

ウ
ン
誌
が
、
部
門
賞
に
「
月
刊
ア

ス
リ
ー
ト
マ
ガ
ジ
ン
」
（
広
島
）

が
企
画
賞
、
「
月
刊
大
阪
人
』
が

編
集
技
術
猫
を
「
キ
ッ
ズ
ジ
ャ
ー

ナ
ル
」
（
千
葉
）
が
地
域
コ
ミ
ニ

輝
識
錘
跨

国
神
戸
の
本
棚

§

野
雛
撫
謹
製 マリー・エレン・マーク

｢ 死の家のマザーテレサ」

★
「
美
謹
公
」

筒
井
康
陸
が
物
語
、
押
絵
は
横
尾
忠

則
と
い
う
実
に
袈
華
な
本
。
実
は
皿
年

前
に
出
版
さ
れ
、
長
ら
く
人
手
不
可
能

だ
っ
た
と
い
う
。
新
聞
の
一
面
が
な
ん

と
映
画
関
係
の
ニ
ュ
ー
ス
の
み
で
埋
め

尽
く
さ
れ
る
と
い
う
映
画
立
岡
で
あ
る

過
空
側
Ｈ
本
で
は
、
映
刈
ス
タ
ア
は

「
美
蕊
公
」
と
呼
ば
れ
大
活
州
画
と
い
う

お
話
に
、
活
助
写
真
と
呼
び
た
く
な
る

ペ
ー
ジ
中
の
ポ
ス
タ
ー
に
篤
く
・

筋
昨
康
隆
・
横
尾
忠
則
普
ミ
リ
オ
ン
出
版

２
７
０
０
円

★
「
子
供
た
ち
に
贈
る
二
十
一
世
紀
へ

の
証
言
」

「
月
が
ま
だ
頭
上
に
冴
え
冴
え
と
あ
る
時

刻
に
起
き
出
し
て
あ
な
た
は
元
気
村

へ
ゆ
た
ん
ぽ
を
迎
ん
で
い
く
」
地
漢

後
１
年
の
間
で
、
数
え
き
れ
な
い
「
震

災
本
」
が
出
版
さ
れ
た
が
、
こ
の
本
は

全
国
側
人
結
な
ど
に
寄
せ
ら
れ
た
詩
や

赦
文
を
子
供
た
ち
に
伝
え
て
い
こ
う
と

い
う
、
生
の
声
の
記
録
蝶
だ
。

福
中
部
生
子
／
編
著
・
平
和
問
題
研
究
会

１
５
０
０
円

★
「
河
童
の
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
」

神
戸
出
身
の
鮮
台
美
術
家
の
妹
尾
河
童

さ
ん
の
イ
ラ
ス
ト
エ
ッ
セ
イ
無
．
立
花

隆
氏
の
ア
メ
リ
カ
土
産
の
「
胎
児
の
と

び
だ
す
絵
本
」
の
紹
介
か
ら
頭
蓋
骨
の

平
而
図
ま
で
、
好
奇
心
の
赴
く
ま
ま
、

ま
と
め
ら
れ
て
い
て
、
爆
笑
し
た
り
、

感
動
し
た
り
で
き
る
。
執
箪
巾
に
鯉
災

が
あ
り
、
ト
ア
ロ
ー
ド
の
老
舗
「
千
代
」

の
付
近
の
当
時
の
ス
ケ
ッ
チ
も
あ
る
．

ワ
ン
パ
ク
魂
溢
れ
る
１
Ⅲ
。

妹
尾
河
童
著
／
文
芸
奔
秋
刊
１
７
０
０
円

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



目麗

震災1 周年関連事業のお知らせ

（兵庫県 ）
1 / 1 0 ～] ２都市地震災害国際シンポジウム（神戸国際会議場）
1 / 1 6 ～１７追悼メモリアルコンサート（神戸ハーバーランドプラザ）
1 / 1 ７大震災犠牲者追悼式（兵庫県会館）大震災総合フォーラム

（神戸市内のホテル）教育復興シンポジウム（県立神戸高校
体育館前）災害救援専門ボランティア発足式（兵庫県民会館）
阪神地域などで地域別防災訓練

1 / 1 7 - 2 7 震災１周年復興フェア「被災地を励ますつどい」（神戸．ハ
ーパーランドプラザほか）

1 / 1 7 ～3 / ３津高和一「追悼」展（西宮市大谷記念美術館）
1 / 1 8 ～１９メモリアル‘コンファレンス・イン・コウベ（土木、建築学

会など主催、神戸国際会議場）
1 / 1 ９住宅地震災害共済制度創設フォーラム噺神戸オリエンタル劇場）
1 / 2 ０震災と暮らしのシンポジウム（神戸国際展示場）

元気アップ復興祭（神戸クリスタルタワーピル）
l / 2 0 ～２１防災とボランティアを考えるシンポ（兵庫県会館ほか）

県立看護大国際セミナー「危機管理」（県立看謹大学）
1 / 2 0 ～２２防災機器グッズフェア（神戸国際展示場）
1 / 2 １防災関連講演会（神戸国際展示場）
1 / 2 ３郵政省・非常通信セミナー( 神戸ハーバーランドニューオータニ）
1 / 2 ５環境・ひと。くらしのフォーラム（尼崎アルカイックホー

ル・オクI ､ ）

県強者強火同際セミナー『危機幡理」（県立清護大学）
1 /２０~２２防災槻器グッズプデ.ア〈神戸国際展示鳩）
1 / 2 １防災関巡瀞演会（神戸国際腰詞鋤
1 / 2３郵政省・非常通信セミナー（神戸ハーパーーランドニ. ･ ･可･ -オーク星：
1 / 2 ５凝塊・ひと。くらしのフォーラム（尼崎アルカイックホ．.

ル・オクト〉

( ‐神戸市〕
●１月１７日に行われる3 式典⑤

阪神･ 淡路大震災犠牲者神戸市合同追悼式
午前1 0 時～1 1 時（神戸ポートアイランドホール）

震災1 周年のコンサート~ 鎮魂の調べ
午後7 時開演（神戸文化ホール・中ホール）

市民のつどい
午後2 時～4 時3 0 分（神戸文化ホール・大ホール）

阪 神大震災
日銀神戸支店長の行動日記

遠藤勝裕・著
Ｂ６判
定価1 2 0 0 円
(本体1 1 6 5円）

…
第１部阪神大震災・危機への対応

被災直後における日銀神戸支店の生々しい
ノンフィクションドキュメント

第２部よみがえれ神戸

神戸経済復興への提言・キーワードなど、
著者の復興に向けた熱い想いを収録

（月刊神戸っ子連載の
「経済復興へのキイワード」も収録）

…
日本信用調査㈱出版部

〒1 0 3 東京都中央区日本橋小舟６－１早川ビル
電話東京（0 3 ）3 6 6 3 - 5 6 8 5
ＦＡＸ（0 3 ）3 6 6 3 - 5 6 8 9
振替口座東京0 0 1 5 0 - 9 毎4 - 1 0 3 8
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